
農

事

博

士

西

一
三
九
O
V

積
馬
鹿
苗
病
菌
に
ふ
る
徒
長
現
象
ミ
土
壌
温
度
三
の
闘
係

門

義

ハ
チ
エ
ラ
ー
・
オ
プ
・
サ
イ
エ

Y

ス

中

山

隆

夫

内

容

一
、
総賓

駿
事;t.

料
及
び
方言
法 .

=
寸
寓
目
聞
の
結
果

A
、
融
庫
備
W
M
駿

回
田
馬
由
興
箇
開
閉
菌
各
系
統
間
の
徒

長
の
差

B
‘

本

質

厳

積
馬
鹿
箇
病
菌
に
よ
る
従
長
現

aと
土
圃
圃
温
度

-
、
緒

雷

稲
馬
鹿
苗
病
が
本
邦
固
有
の
重
大
友
病
容
で
あ
る
と
共
に

一
、
稲
に
於
け
る
絡
果

二
、
玉
厨
黍
に
於
け
る
結
果

、
小
耳
置
に
於
け
る
絡
果

岡
市
考

書署

玉
、
嫡

要

六
、
引

" 
用

IX 

、
本
病
の
稜
現
が
生
物
接
的
に
も
多
大
の
興
味
の
存
す
る
た
め
に
と
、
れ
の
研
究

は
今
日
に
至
る
去
で
に
盛
民
進
め
ら
れ
て
来
た
。
殊
に
近
年
に
至
り
本
病
の
特
徴
と
せ
ら
れ
る
徒
長
現
象
は
稲
馬
鹿
苗
病
菌
が
生
産
す
る
一

種
の
毒
素
に
依
る
も
の
で
あ
る
と
と
が
、
黒
揮
氏
(
大
一
五
〉
を
始
と
し
て
輩
回
数
授
及
林
氏
《
昭
一
き
等
の
研
究
に
よ
っ
て
明
か
に
せ
ら
れ
た

罰
酎
思
歯
周
箇
備
強
に
よ
る
徒
官
民
現
像
と
土
湿
・
温
度
と
の
聞
係

一-一八七



画
制
馬
車
毘
酪
病
菌
に
よ
る
従
長
現
象
》
」
土
極
温
度
、
と
の
欄
居
間

一
二
八
八

の
で
あ
る
。
稲
が
春
苗
代
に
播
か
れ
て
か
ら
と
れ
が
成
育
を
終
る
ま
で
に
は
有
ら
ゆ
る
土
壌
温
度
の
下
に
生
長
を
績
け
ら
れ
る
と
と
が
考
ヘ

ら
れ
、
稲
馬
鹿
苗
病
の
徒
長
現
象
に
就
い
て
も
土
壌
温
度
が
、
或
る
役
割
を
し
で
ゐ
る
と
&
が
想
像
さ
れ
る
嵐
か
ら
本
研
突
を
始
め
た
の
で

あ
る
。稲

馬
鹿
首
病
菌
は
自
然
の
紙
態
で
は
稿
に
の
み
そ
の
病
徴
を
現
は
し
、
他
の
植
物
に
は
起
さ
な
い
の
で
あ
る
が
、
貰
験
的
に
は
玉
担
割
黍
、

小
委
等
の
禾
本
科
植
物
に
も
菌
を
接
種
す
れ
ば
、
稲
と
同
様
た
徒
長
現
象
が
現
は
れ
る
と
と
が
知
ら
れ
て
ゐ
る
〈
西
門

昭
七
、
西
門
・
松
本

昭
さ
。
本
研
究
に
於
て
も
玉
司
黍
と
小
委
を
用
ひ
て
柏
の
場
合
と
比
較
す
る
と
と
に
し
た
。

Z
、
賓
験
材
料
及
び
方
法

本
研
究
で
土
壌
温
度
を
種
k
k
保
つ
に
は
普
通
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
シ
・
タ
ン
タ
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
畿
置
を
用
ひ
、

と
れ
の
温
度
は
議
氏
ニ
ご
、

二
五
、
二
八
、
一
一
一
て
一
一
一
四
、
一
一
一
八
及
び
凹
O
度
に
定
め
た
。
そ
し
て
と
れ
ら
の
費
動
は
時
k

ま

0
・
五
度
内
外
に
留
ま
り
て
ゐ
た
。
但
し

二
二
度
に
於
い
て
は
時
季
の
気
温
が
昇
る
に
従
っ
て
と
れ
配
保
つ
の
が
不
可
能
と
友
っ
た
の
で
、
或
る
賓
験
で
は
此
の
温
度
は
使
用
せ
な
か

っ
た
。試

験
植
物
と
し
て
は
稲
(
愛
媛
一
脚
力
て
玉
萄
黍
内
品
種
不
明
ν
及
び
小
婆
〈
民
間
同
V

を
用
ひ
、
と
れ
等
に
稲
馬
鹿
苗
病
菌
第
四
八
七
披
、

六
O
八
鏡
、
六
一

O
鋭
、
六
一
六
柚
跡
、
六
二
五
蹴
及
び
六
三
凶
蹴
の
六
系
統
乞
接
櫨
し
た
。
種
子
は
凡
て
接
櫨
前
に
一

O
O
O傍
の
昇
求
で

(
西
門
、
中
山
昭
一
匂
V

で
消
毒
宣
行
っ
た
.

五

l
一
0
分
間
強
め
消
毒
を
し
た
の
で
る
る
が
稲
の
場
合
に
は
特
に
稲
胡
麻
薬
枯
病
菌
の
侵
害
が
多
か
っ
た
篤
め
、
更
に
冷
水
温
湯
投
法



病
原
菌
の
接
種
に
は
本
質
験
で
は
ニ
つ
の
方
法
を
用
ひ
た
。
郎
ち
、
そ
の
第
一
の
方
訟
で
は
試
験
管
培
養
?
形
成
さ
れ
た
菌
の
分
生
胞
子

の
語
い
懸
樹
液
を
種
子
&
主
く
混
ぜ
、
今
日
程
室
内
で
乾
す
の
で
あ
る
。
そ
の
第
二
方
法
と
し
て
は
強
め
ペ
ト
リ
皿
に
培
養
さ
れ
た
菌
の
上

に
殺
菌
し
た
種
子
堂
並
べ
、
費
芽
の
揃
っ
た
も
の
を
選
ん
で
移
植
す
る
の
で
あ
る
‘
第
二
の
方
法
で
は
種
子
へ
菌
綜
の
侵
入
が
殆
ん
H
C

一
O

O
Mで
あ
っ
た
の
で
接
種
の
方
法
と
し
て
は
最
も
確
貨
で
あ
っ
た
。

土
壌
は
高
座
蒸
気
殺
菌
釜
で
二

O
ポ
シ
ド
一
一
一

0
分
間
熱
し
た
川
砂
&
用
ひ
、
と
れ
を
径
一
七
長
さ

二
一
セ
ン
チ
の
盛
鉛
引
の
鉢
に
入
れ
た
。
そ
と
で
土
壌
水
分
の
調
節
を
容
易
に
す
る
た
め
に
そ
の
中

央
に
小
形
の
素
焼
の
鉢
を
埋
め
、
と
れ
に
水
面
が
現
は
れ
る
底
ま
で
水
を
注
ぐ
様
に
し
た
。
従
っ
て

種
子
は
と
れ
等
内
外
の
ニ
ワ
の
鉢
の
聞
に
搭
い
た
の
で
あ
る
・
と
れ
は
第
一
闘
に
示
し
て
あ
る
。

各
鉢
に
は
貧
臥
闘
の
前
に

0
・
一
，
%
の
淡
い
硫
酸
ア
シ
モ
ヱ
ー
水
を
施
し
た
。
稲
と
小
委
の
場
合
に

は
二
O
粒
、
叉
玉
萄
黍
で
は
一
五
粒
の
種
子
を
植
ゑ
て
そ
れ
等
の
生
長
が
第
一
回
目
の
調
蒼
.
日
に
揃

っ
て
ゐ
る
も
の
を
一

O
個
謹
ん
で
生
長
の
記
録
を
取
っ
た
。

先
に
あ
げ
た
稲
馬
鹿
苗
病
菌
の
各
系
統
は
西
門
・
松
本
・
山
内
(
昭
A
V

が
稲
馬
鹿
苗
病
菌
各
種
系
統

聞
の
病
原
性
の
差
異
に
就
い
て
の
研
究
に
用
ひ
た
も
の
で
あ
る
。

稀
に
於
け
る
徒
長
現
象
に
は
稲
馬
鹿
首
病
菌
が
土
壌
温
度
の
影
響
を
受
け
る
地
下
又
は
地
面
に
近

い
部
分
に
の
み
存
在
し
て
ゐ
な
い
事
は
西
門
・
木
村
(
昭
函
)
の
報
告
で
知
ら
れ
て
ゐ
る
通
り
で
あ
っ

で
、
瀬
戸
民
(
昭
八
)
も
稲
苗
の
褒
育
に
は
気
温
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
を
認
め
て
ゐ
る
。
そ
れ

mm
烏
由
民
前
向
蘭
に
よ
る
徒
長
田
明
愈
と
土
温
温
度
と
の
関
係

馬鹿苗病試験用植木鉢第 一 岡

彼覆周硝子相互

恒湿潤の水面

徹木鉢の砂土の1J<1it

植木鉢に纏込みたるd、
形素焼倒木鉢

供 試憾 物

A 

D 

B 

C 

A 

B 
一
八
九



面
相
馬
鹿
苗
病
鼠
に
よ
る
従
長
現
象
と
主
屡
温
度
と
の
関
係

放
に
本
賓
験
で
は
怠
る
べ
く
土
壊
温
度
の
影
響
を
受
け
る
様
に
鉢
の
上
は
硝
子
板
で
査
ひ
、
幼
植
物
の
観
察
に
限
っ
た
。

三
九
O

議
備
試
験
で
は
極
一
五
セ
シ
チ
の
素
焼
の
鉢
に
第
一
の
方
法
で
接
種
を
し
た
種
子
を
播
い
て
、
五
月
中
旬
か
ら
六
月
上
旬
ま
で
の
問
、
温

室
で
貨
験
を
行
っ
た
。
と
れ
は
各
系
統
の
徒
長
の
程
度
を
見
る
の
が
目
的
で
る
っ
た
か
ら
壬
壊
温
度
は
調
整
し
な
か
っ
た
.

-
晶
、
賓
験
の
結
果

A
、
議
備
賞
験
1
稲
馬
鹿
苗
病
菌
各
系

統
聞
の
徒
長
の
差

六
系
統
の
稲
馬
鹿
苗
病
菌
を
稲
と
玉

笥
黍
の
種
子
に
第
一
の
方
法
で
接
種
し

素
焼
鉢
の
殺
菌
土
壌
に
播
い
て
幼
植
物

の
生
長
を
測
っ
た
・
と
の
結
果
は
第
一

i
四
去
と
第
二

1
一
一
一
闘
の
通
り
で
あ
っ

た
此
等
の
結
果
に
依
る
と
接
種
し
た
種

子
を
播
付
ば
約
二
週
間
す
れ
ば
病
徴
が

現
此
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
と
の
時
す
で
に
各
菌
此
そ
の
病
原
挫
を
寄
主
植
物
に
示
す
様
で
あ
っ
た
。
二
周
の
賓
験
結
果
北
崎
k

一
致

稲に於け~稲馬鹿苗病菌各系統に

よる徒長の費異〈第一貫巌〉

第」表

票日γLJtiー| 衝の生侵 | 
一一竺 円3 |1竺10M関竺恒I 3主1

18ls

弔問制限位
第48'7貌 3

608 52.7 2 104.0 2 19:主8 2 

610 お.2 5 85.1 5 170.9 5 

625 43.6 4 釦.0 4 175.4 4 

634 政i.0 1 143.0 1 21&6 1 

標機(無銭扇〉 包.1 6 関1.9 6 163.8 6 

穏に於ける相馬鹿苗病菌各系統に

よる徒長の費異 〈第三質量量〉

第二表

g系院議統薗 二塁65り穏Iz担箇I ~問Jの| 順位生|三週L吋憂|竺3竺
第487蹴 2 I 32 

608 邸.1 4 23:).3 3 330.0 2 

610 回.3 7 206.9 5 .314.2 5 

616 日.6 5 193.2 7 'Zl3.7 7 

625 61.6 3 223.9 4 319.8 4 

634 部.3 1 Z37.8 1 袋路.6 1 

標櫓〈無接種〉 5200 6 1鎚.7 6 300.5 6 



供系試薗 玉 濁黍箇の生長 I 
統 一週間後|順位|二週間後|順位|三週間後|順位

第.従y脱 10持日'.5 1 26m 98 1 43精3.9 1 

印8 68.1 4 176.3 4 'Zl7.0 4 

610 63.2 5 1t込8 5 2Sl.0 5 

625 98.8 3 224.a 3 383.2. 2 

回4 1∞.3 2 公潟.7 2 376.9 3 

晦滋〈然接種〉 57.0 6 1邸.9 6 242.5 6 

し
徒
長
能
力
の
強
い
系
統
か
ら
の
舶
に
掲
げ
る
と
稲
の
場
合
で
は
第
六
一
一
一
間
披
、
六

O
八
続
、
四
八
七
競
、
六
二
五
班
、
六
一

O
競
及
び
六

-
六
挽
で
あ
っ
た
。
稲
馬
鹿
苗
病
菌
に
は
強
く
徒
長
を
超
す
も
の
か
ら
極
〈
弱
い
も
の
が
あ
る
乙
と
は
、
既
に
多
く
の
報
告
に
出
て
居
る
接

に
、
本
貸
蹴
で
も
同
じ
結
呆
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
更
に
と
の
病
菌
性
は
異
っ
た
寄
主
植
物
に
は
回
調
っ
て
現
は
れ
る
事
が
わ
か
っ
た
の
で

あ
る
。
印
ち
第
三
衰
の
玉
萄
黍
の
場
合
で
は
第
四
八
七
焼
、
六
二
五
挽
、
六
三
四
班
、
六

O
八
披
と
言
っ
た
順
で
あ
っ
た
の
で
稲
わ
場
合
と

第
二
園

稲
に
於
け
る
稲
馬
鹿
苗
病
菌
各
系
統
に
よ
る
徒
長
の
費
異
(
第
一
貫
験
)

ー申・圃圃周回・・487-

・申ーー._608 

・F圃』・・圃司喧且0'

一一一昨5

・骨ー--ー-'634 

一一ーー℃

同
盟

、，J酒到期長生↓
 

関

箇

の

長

さ

き

T
川|一

凶也

2∞ 

150 

1∞ 

担
篤
直
属
商
・
鋪
描
圃
に
よ
る
従
長
現
象
主
土
週
温
痩
〉
一
の
開
銀

8 

玉罰黍i乙於ける稲馬鹿苗病菌各

系統による徒長の費異〈第一..・〉

虫

第三表

三
九
一



槍
馬
鹿
商
病
菌
に
よ
る
徒
長
現
象
と
土
趨
温
度
と
の
関
係

は
少
し
異
っ
て
ゐ
る
。

B
、
稲
馬
鹿
苗
病
菌
に
よ
る
徒
長
現
象
と
土
壌
温
度
と
の
開
係

三
九
二

強
備
試
験
の
結
果
か
ら
本
質
験
に
周
ふ
る
菌
の
系
統
を
第
四
八
七
蹴
、
六
二
五
披
及
び
六
三
四
蹴
に
定
め
て
、
と
れ
ら
を
第
二
の
方
法
で

接
種
し
た
。
寒
天
培
養
上
で
褒
芽
を
始
め
た
種
子
は
定
温
に
保
た
れ
た
鉢
に
綿
密
に
移
さ
れ
、
そ
の
後
一
定
の
期
間
度
に
植
物
の
生
長
量
を

玉
萄
黍
に
於
け
る
稲
出
向
鹿
苗
病
菌
各
系
統
に
よ
る
徒
長
の
費
具
(
第
一
賓
験
)

、

第
三
岡

荷
グ3

5量
~ 
n¥ 

椅._. 

1q E 
一一→生長期間【濁〉

第四表 玉萄黍に於ける稲馬鹿苗病菌各
系統による徒長の蟹異〈第二賓駿〉
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供系試統簡
玉 濁 黍 ~ 長

一週間後|順位|二週間後|厨位|三週間後|扇位

第<187銃 11縄5.2 1 お軍9事.3 1 52縄4.4 1 

608 国.5 2 264.7 2 387.1 3 

610 89.9 7 229.4 6 35L8 5 

616 91.1 5 231.3 5 346.7 6 

625 略1 4 お0.1 3 398.8 2 

回4 91.0 6 245.4 4 3招.8 4 

障傾く無接種〉 部.1 3 225.9 7 343.7 7 



稲に於ける稲馬鹿苗

白病菌による徒長現象

と土壊温度との閥係

〈第二賀駿〉

第六表稲に於ける稲馬鹿苗

病菌による徒長現象.

と土壌温度との関係

(第一貫厳〉

第五表

供書式薗1
土ItRoCa度E ) 

指箇の生長〈純〉

系統
四日目|六日目|八日目

25 44.1 122.5 210.4 I 

お 65.2 144.8 216.0 

第4fIl軍Z
31 85.6 195.3 2田.9

34 73.3 1伺.8 240.2 

37 40.3 75.0 14九8

40 19.2 25.1 26.7 

25 60.9 137.2 225.7 

沼 範.9 忽's.7 2沼.0

第625貌
31 1∞'.6 2到D.6 ぬ5.5

34 的'.3 216.0 部7.5

37 特.5 自.8 155.9 

40 26.9 32.9 35.7 

25 回.1 125.4 222.6 

泊 9l.1 178.5 2沖8.0

第634甥
担 !17.1 2ω'.2 283.1 

34 86.2 176.6 2印'.6

37 

40 29.7 I 36.0 I 37.4 

ー一一一一一

25 4')，.7 111.0 202.8 

28 前.1 128.1 212.5 

様間島 31 印.3 170.7 219.0 

〈無銭穏〉 34 回.4 135.7 171.6 

37 35.1 67.7 102.6 

40 17.4 釦.9 却.9

土111沼箇の生長〈符〉

幣|四日目|六日目|八日目

供書式薗
系統

190.0 

229.5 

部3.5

222.2 

1C応.9
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血
相
馬
鹿
務
局
薗
に
よ
る
従
長
現
象
と
土
撮
温
寝
と
の
腸
係

三
九
三



E
m
E
m
鹿
菌
術
誠
に
よ
る
徒
長
現
品
揮
を
土
曜
蝿
温
度
と
の
聞
係

測
っ
た
の
で
あ
る
・

て
稲
に
於
け
る
結
果

資
験
は
ニ
回
繰
り
越
し
た
が
そ
の
結
果
は
第
五

l
六
表

及
び
第
四
闘
に
示
し
た
通
り
略
k

一
致
し
た
・

帥
ち
、
土
壌
温
度
が
二
五
度
で
あ
れ
ば
柏
は
既
に
よ
く

生
長
す
る
の
で
あ
る
が
一
一
一
一
度
に
至
っ
て
最
高
と
な
り
、

三
問
度
か
ら
下
り
始
め
売
。
一
一
一
七
か
ら
四

O
度
で
は
植
物

の
生
長
は
抑
制
さ
れ
四

O
度
で
は
葉
維
素
形
成
に
異
常
が

起
る
と
見
え
て
植
物
値
は
黄
色
が
か
つ
て
ゐ
た
。

供
試
植
物
で
は
標
準
直
の
無
接
種
植
物
が
最
も
よ
く
生

長
し
た
土
嬢
温
度
で
徒
長
が
一
帯
大
き
か
っ
た
の
で
、
と

の
世
験
の
結
果
か
ら
言
へ
ば
稲
の
生
育
に
最
も
趨
し
た
土

壊
温
度
が
相
馬
鹿
苗
病
の
費
現
に
最
も
よ
い
と
曾
へ
る
の

で
あ
る
。
筒
、
各
菌
の
系
統
聞
の
徒
長
に
は
各
土
壌
温
度

共
犬
睡
に
系
統
に
よ
る
差
を
相
封
的
に
現
は
し
て
ゐ
る
。

二
、
玉
笥
黍
に
於
け
る
結
果

稲fZ:於ける稲馬鹿歯病菌による徒長現象と

土壌温度との閥係(第一貫験〉
第四闘

一一一九凶

4 

6 

8 

さ

r o l 
j-';'日温度

備考 4、6及81主夫均四日、六日及 日目に測定の箇の畏き。 Cば楳司自然
接麗の苗の長さ。 487、 625及634は~穏に供用せし病菌系統番貌
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、
小
委
に
於
け
る
結
果

稲
の
場
合
と
同
じ
方
訟
で
玉
萄
黍
で
稲
馬
鹿
苗
病
菌
に
よ
る
徒
長
と
土
壌
温
度
と
の
閥
係
を
質
験
し
た
。
と
の
資
験
の
二
回
繰
り
返
し
た

結
果
は
第
七

l
八
表
及
び
第
五
圃
に
揚
げ
て
あ
る
。

無
接
種
の
植
物
で
は
二
八
度
か
ら
一
一
二
度
を
中
心
に
三
四
度
ま
で
よ
い
生
長
乞
示
し
て
ゐ
て
、
一
二
七
度
で
は
そ
れ
が
や
っ
と
減
じ
て
抑
制

さ
れ
た
が
四
O
皮
で
は
高
温
の
容
を
受
付
て
植
物
惜
は
黄
色
に
な
っ
た
・
従
っ
て
玉
掲
黍
は
こ
八
度
か
ら
三
川
度
の
聞
で
は
正
常
な
生
育
を

す
る
も
の
と
思
は
れ
る
・
接
種
植
物
に
於
い
℃
は
健
全
な
植
物
と
同
じ
様
に
、
二
八
か
ら
一
一
一
四
度
の
土
壌
温
度
で
最
も
よ
く
徒
長
を
現
は
し

た
。
従
っ
て
玉
鈎
黍
に
於
い
て
も
稲
の
場
合
と
同
じ
様
に
健
全
な
植
物
の
生
H

誌
に
最
も
適
し
て
ゐ
る
土
壌
温
度
が
馬
鹿
市
病
の
徒
長
を
最
も

促
進
す
る
事
に
た
る
。

菌
の
系
統
か
ら
見
れ
ば
徒
長
を
最
も
大
き
く
現
は
し
た
の
は
第
四
八
七
披
で
、
第
六
二
五
披
及
び
六
三
四
披
は
乙
れ
に
次
い
だ
。
そ
し
て

と
れ
等
の
菌
の
徒
長
能
力
は
健
全
な
植
物
の
最
も
よ
く
生
育
す
る
土
壌
温
度
で
最
も
強
く
現
は
れ
る
の
で
あ
る
・

稲
や
玉
萄
黍
と
同
じ
方
法
で
小
菱
に
於
い
て
も
同
様
な
質
験
を
行
っ
た
、
そ
の
結
果
は
第
九

l
一
O
表
と
第
六
闘
の
通
り
で
あ
っ
た
.

小
委
の
生
長
は
そ
の
土
壌
温
度
が
二
五
度
か
ら
二
人
度
で
最
も
よ
か
っ
た
、
と
れ
は
稲
や
玉
萄
黍
等
と
は
特
に
異
っ
て
ゐ
る
貼
で
あ
る
・

土
壌
温
度
が
三
一
-
置
か
ら
三
間
度
に
昇
る
に
従
っ
て
生
長
は
謡
く
な
り
、
一
二
七
度
で
は
念
激
に
抑
制
さ
れ
、
四
O
度
で
は
全
く
生
長
せ
な
か

っ
た
・
‘
各
病
原
菌
の
系
統
に
よ
る
徒
長
は
土
壌
の
温
度
に
よ
っ
て
ち
が
っ
た
.
怨
し
、
本
賓
験
の
場
合
で
も
先
の
稲
や
玉
萄
黍
と
同
じ
様
に

徒
長
現
象
は
健
全
植
物
に
最
も
適
し
て
ゐ
る
土
壌
温
度
で
最
も
大
き
く
現
は
れ
た
の
で
る
る
e

薗
の
小
委
に
封
ず
る
徒
長
能
カ
は
玉
縄
黍
と
同
じ
様
に
使
用
し
た
勾
一
系
統
の
中
、
第
四
八
七
披
が
最
も
強
く
、
戎
い
で
六
二
五
抗
、
六
一
一
一

調
馬
鹿
箇
病
薗
聞
に
よ
る
従
長
現
象
と
土
・
温
度
と
の
聞
係

一一一九五



玉萄黍に於ける稲馬鹿

首病菌による徒長現象

と土壌温度との闘係

〈第ご賀酸〉

第八表玉萄講に於ける稲馬鹿

苗病菌による徒長現象

と土壌温度との閥係

〈第一貫厳〉

第七表

緬
馬
鹿
箇
街
頭
に
よ
る
従
長
現
象
と
土
温
温
度
と
の
関
係

三
九
九

系供試統菌
土盟E 玉濁黍箇の生長c，毛〉
j〔限。C度) 

二日目JoqE3目|六日目|八日目

25 お.8 1お.2お1.6 376." 

28 81.0 202.0 348.0 469.2 

第487 31 1回.2 236.2 367.7 525.1 

!)t! 34 部.3 243.7 373.0 回1.7

'3l 69.5 1泊.7 226.0 2団.5

40 35.7 88.5 115.0 お2.5

25 49.0 137.8 2副8.8 363.3 

28 卸.0 19'7.5 343.5 433.5 

第625 31 87.0 213.0 355.2 466.7 

続 34 94.7 217.8 318.3 414.5 

~ 57.5 134.3 20'7.8 2泡.5

40 28.5 75.8 99.5 123.4 

25 41.8 135.6 240.8 35L1 

泊 85.8 1邸.8 釦11.7 419.3 

第回4 31 87.3 忽)9.2 320.2 433.31 

量Ii:34 105.3 195.8 298.0 3'76.0 

37 印ム2 124.5 194.5 2却.2

69.2 95.1 113.0 

25 反日 105.7 却4.5 2S1.2 

28 回.3 141.3 261~5 374.8 

標準 31 82.2 177.3 299.5 429.0 

(義援)34 6乞3 168.7 269.0 3お.0

37 43.5 118.5 1回.7 215.8 

40 17.0 55.7 95.2 115.8 

系供鼠統菌 楓土(00橿喰) 

玉濁黍苗の生長側 | 

六日目|九日目iz
22 1回1.5 お5.3

25 141.8 2泡.3 制0.0

却 176.8 291.5 461.3 

第48'll霊 31 214.5 330.3 広>4.8

34 泊0.0 352.2 初0.2

37 加1.8 317.5 424.3 

40 144.5 196.2 218.0 

包 1CJ7.3 2日.0 412.2 I 

25 147.3 278.0 431.4 

28 167.2 271.7 444心

第回51! 31 210.2 312.3 453.2 I 
34 223.5 お4.5 442.5 1 

37 220.8 291.7 410.0 

40 94.2 119.3 132.0 

22 部.7 お4.3 369.7 

25 144.8 公沼.0 399.5 

28 168.7 お9.7 419.3 

第回4就 31 192.8 3∞.3 447.8 

34 2回3 2田.8 409.5 

37 忽2.8 273.8 

40 115.5 171.2 179.0 

包 94.5 218.3 お5.5

25 129.5 248.8 388.5 

28 154.3 253.0 411.5 
標準

31 1邸，.3 275.0 412.2 
〈無2書留〉

34 211.3 279.5 4時.2

37 208.5 26日 386.8 

40 1却.8 171.3 171.3 



玉鵠黍に於ける稲.馬鹿苗病菌tcよ‘る徒長

現象と土壌温度との閥係(第二賓験}
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第一O表 小委i亡於ける稲馬鹿

苗病菌による徒長現象

と土壊温度との関係

〈第二宵厳〉

小委に於ける稲馬鹿市

病菌による徒長現象と

土壌温度との開係、

〈第一貫厳〉

第九表

島
町
馬
鹿
箇
病
菌
に
よ
る
従
長
居

maと
土
組
温
度
と
の
関
係

一
ニ
九
又

供系鼠統薗 t土♂RCa度E } 
小委箇の生畏〈粍〉

二日目|四日目|六日目

担 46.5 1部 3 1釦.6

25 75.5 175.9 お2.0

泊 釦.2 176.9 227.6 

.48'lit 31 位.5 153.5 19;>.8 

34 回.9 日9.0 1印.6

~ '31.0 回.5 67.8 

40 13.3 18.8 18.8 

n 43.4 127.3 181.3 

25 回.8 157.3 214.4 

沼 70.5 162.8 加5.5
第-625按 31 75.2 148.0 189.2 

34 67.5 128.9 172.2 

:rt 41.3 65.5 67.8 

40 13.0 16.0 16.0 

22 44.0 140.3 207.6 

25 71.4 1邸.4 話4.7

28 部.0 210.0 お4.4
第臼4貌 31 112.2 2忽.7 勿6.7

34 80.8 176.6 219.2 

37 総.9 73.0 87.6 

40 13.7 18.6 18.6 

一
22 日.1 l'3l.4 2氾.9

25 65.1 171.8 241.4 
28 加.3 1鈎.2 245.4 

標司胆
31 96.0 189.4 247.5 

〈無~穏〉
34 75.9 149.8 1回1.9

~ 40.6 間.8 73.8 
40 16.5 22.0 22.0 

供鼠蘭
土1t魁。Ca時EE ， 

d、奈苗の生長〈粍〉

京統

22 国.4 161.7 忽5.6

25 85.7 195.8 2正主主9

28 使)，4 1錦.2 溜7.4

第48'7!)l 31 1但.1 1伺'.9 2s7.4 

34 78.5 172.4 釦5.9

'31 29.1 回.0 日.9

40 4.0 6.3 9.3 

22 42.9 お9.8 201.9 

25 57.6 1民3 218.4 

28 回.7 1河.7 2お.8
第825按 31 部.0 178.0 2沼.3

34 54.7 135.0 1飽.9

'31 お.3 調1.1 40.6 

4Q 6.5 11.4 11.4 

22 45.2 1部.2 1句.9

25 76.7 181.4 沼7.9

28 81.4 1邸.9 229.6 

第634銃 31 76.7 162.3 却L8

34 回.6 141.8 157.9 

'31 お.2 48.1 48.9 

40 5.9 6.5 6.5 

25 I 52.8 148.5 I 199.9 

沼 日.0 1日.0I al1.1 
標司自

31 6L5 147.2 I 1印.3
〈無援趨〉

34 35.9 l伺:.2 138.5 

'31 11.9 21.2 25.7 

40 5.0 6.0 6.0 



四
披
の
順
で
あ
っ
た
・
叉
、
各
土
嬢
温
度
に
於
い
て
は
植
物
の
生
長
に
最
も
遁
温
で
あ
る
鹿
で
最
も
同
盟
く
現
は
れ
た
の
で
あ
る
・

翫
相
馬
鹿
街
街
績
に
よ
る
徒
長
現
象
と
土
橿
温
度
と
の
関
係

一一一九九

園
、
考

察

植
物
の
生
長
と
土
壌
温
度
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
報
告
が
る
り
、
病
理
接
的
か
ら
も
土
壌
又
は
地
下
に
起
る
病
容
と
土
壌
温
度
合
の
闘

係
を
劃
べ
た
も
の
も
極
め
て
多
い
。
植
物
の
病
無
は
寄
主
と
外
部
の
環
境
と
が
菌
の
生
育
或
は
侵
害
に
一
致
し
た
時
に
起
る
の
で
る
っ
て
、
.

本
研
究
の
結
果
で
も
と
の
二
つ
の
要
素
が
働
い
て
ゐ
る
事
は
確
で
あ
る
・
土
壌
温
度
は
一
方
に
寄
主
艦
、
印
ち
植
物
の
生
育
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
と
共
に
菌
の
生
育
や
病
原
性
等
に
も
同
じ
く
大
い
に
影
響
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
・
然
し
、
本
賓
験
で
は
各
試
験
の
初
め
に
殆
ん
ど

完
全
に
接
種
を
行
つ
で
あ
っ
た
た
め
、
土
壌
温
度
と
菌
の
侵
入
、
又
は
殻
病
に
つ
い
て
の
は
考
察
の
材
料
も
現
在
で
は
な
い
が
寄
主
砲
内
で

、

の
菌
の
護
育
、
或
は
そ
の
毒
素
の
生
産
や
植
物
に
封
し
て
の
作
用
等
に
つ
い
て
の
土
壌
温
度
と
の
聞
係
は
多
分
に
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
み
。
土
壊
温
度
が
稲
馬
鹿
苗
病
の
徒
長
現
象
を
い
か
に
左
右
す
る
か
と
言
ふ
事
は
種
々
の
賠
か
ら
復
雑
で
は
あ
る
が
設
に
少
し
考
察

を
加
へ
て
見
た
い
。

先
づ
借
金
な
植
物
の
生
長
で
あ
る
が
、
本
研
究
で
は
生
長
の
最
も
大
を
か
っ
た
土
壇
温
度
を
そ
の
植
物
に
と
う
て
は
最
も
適
し
た
も
の
と

定
め
た
の
で
あ
る
・
稲
に
つ
い
て
は
近
藤
・
岡
村
博
士
{
昭
子
さ
に
依
る
と
一
ニ

0
1
2一
二
度
が
適
温
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
本
質
験
で
も
二
八

i
z二
度
が
誼
温
で
あ
れ
V

、
玉
萄
黍
で
は
二

A
l一
一
一
四
度
に
亙
り
、
小
委
で
は
二
五
度
二
八
度
に
な
っ
て
ゐ
る
・
と
れ
に
よ
る
と
植
物
に
よ

っ
て
多
少
、
共
の
適
温
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
具
っ
て
ゐ
る
事
が
わ
か
る
・

向

一
方
病
原
菌
の
生
育
に
遡
賞
な
る
温
度
と
言
へ
ば
、
と
れ
は
先
に
本
研
究
で
用
ひ
た
菌
の
外
に
、
多
数
の
系
統
の
温
度
と
強
育
と
の



E
m
馬
鹿
箇
病
菌
に
よ
る
従
長
現
象
と
土
箪
議
度
、
と
の
蘭
係

114 
o. 
0 

闘
係
を
調
べ
た
報
告
(
西
門
・
松
本
・
山
内
〈
昭
八
)
に
よ
る
と
大
館
二
七
度
が
披
遁
温
と
な
っ
て
ゐ
る
・
そ
し
て
、
本
質
験
に
尉
ひ
た
一
一
一
系
統

で
も
、
や
は
り
と
れ
は
二
七
度
に
な
っ
て
ゐ
る
・
近
年
、
特
に
本
病
の
徒
長
物
質
に
つ
い
て
研
究
が
盛
に
怠
っ
て
ゐ
る
の
で
、
菌
の
病
原
性

或
は
徒
長
能
力
は
温
度
と
閥
係
が
あ
れ
ば
、
と
れ
は
温
度
に
よ
っ
て
菌
の
分
泌
す
る
物
質
の
量
が
費
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
・

訴
し
、
菌
の
費
育
に
最
も
誼
し
た
温
度
が
共
の
生
産
す
る
物
質
も
多
い
か
と
言
ふ
と
必
や
し
も
そ
の
通
り
で
た
い
か
も
知
れ
な
い
。
先
に
黒

津
氏
〈
昭
さ
は
各
温
度
で
菌
を
培
養
し
て
、
と
れ
の
徒
長
物
質
を
稲
の
幼
植
物
に
輿
へ
て
そ
の
量
を
見
た
の
で
あ
っ
た
が
確
貨
な
結
果
が
出

て
居
ら
な
か
っ
た
様
に
思
は
れ
る
・
此
の
問
題
に
つ
い
て
は
現
在
賢
験
中
で
あ
る
か
ら
確
左
事
は
改
め
て
別
の
機
舎
に
報
告
す
る
・
叉
高
橋

氏
〈
昭
ぎ
は
稲
馬
鹿
苗
病
の
費
生
と
土
壌
温
度
と
の
闘
係
と
首
ふ
嗣
で
本
研
究
と
同
じ
様
左
賓
験
を
報
告
し
て
ゐ
る
・
氏
に
よ
る
と
栢
に
於

け
る
徒
長
は
揖
晴
氏
一
ニ

O
度
で
最
も
良
好
で
あ
っ
て
、
と
れ
は
本
研
究
の
結
果
と
一
致
し
て
ゐ
る
.
最
大
の
徒
長
が
菌
の
最
誼
温
度
の
二
五
度

で
起
ら
歩
、
寄
主
植
物
の
生
長
の
最
適
土
壌
温
度
に
な
っ
て
ゐ
る
理
由
を
民
は
「
本
菌
の
分
秘
す
る
所
の
稲
に
徒
長
現
象
を
皇
せ
し
む
る
憲

識
の
働
が
高
温
に
於
て
滋
し
き
た
め
菌
の
最
遁
温
度
よ
り
梢
考
高
温
で
あ
る
一
ニ

O
度
に
於
て
最
も
よ
く
病
徹
を
護
現
す
る
も
の
で
あ
る
」
と

説
明
し
て
ゐ
る
・
撚
し
、
本
研
究
で
得
た
結
呆
に
よ
る
と
栢
と
玉
街
黍
で
は
一
二
「
皮
で
あ
う
た
が
小
奏
で
は
二
八
度
に
左
っ
て
ゐ
る
・
若
し

徒
長
が
徒
長
物
質
の
活
力
と
温
度
と
の
聞
係
に
あ
れ
ば
、
小
委
に
於
い
て
も
稲
と
同
様
に
一
一
二
度
で
最
も
大
き
も
仏
徒
長
が
現
は
れ
た
く
て
は

な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。
小
萎
が
一
一
一

O
度
で
設
も
よ
く
生
長
し
仕
か
っ
た
事
は
土
壌
温
度
が
植
物
自
身
の
生
長
に
何
よ
り
大
き
く
働
く
と
と

を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
徒
長
物
質
の
量
、
或
は
そ
の
作
用
は
夫
程
大
き
な
要
素
で
た
い
事
と
言
へ
る
と
思
ふ
。
菌
の
系
統
凶
の
徒
長
程
度

の
差
は
無
論
、
そ
れ
ぞ
れ
菌
の
国
有
の
徒
長
能
力
に
よ
る
事
は
申
す
ま
で
も
な
い
が
、
各
菌
が
或
る
程
度
の
物
質
を
生
産
す
れ
ば
、
植
物
は

と
れ
に
よ
っ
て
そ
の
温
度
で
の
生
長
を
浦
す
の
で
あ
る
と
思
ふ
.



玉
、
摘

要

一
、
本
研
究
は
稲
馬
鹿
苗
病
菌
に
依
る
徒
長
現
象
と
土
壌
温
度
と
の
閥
係
を
調
ぺ
た
も
の
で
あ
る
。
貰
験
は
稲
、
玉
萄
黍
及
び
小
相
会
に
稲
馬

-鹿
苗
病
菌
を
接
種
し
て
、
異
っ
た
土
壌
温
度
で
生
育
さ
せ
て
生
長
の
貴
を
測
つ
だ
の
で
あ
る
。

二
、
各
植
物
に
於
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
土
壌
の
遁
温
は
多
少
異
っ
て
ゐ
た
が
、
何
れ
の
場
合
で
も
植
物
の
生
育
に
最
も
遁
し
た
土
壌
温
度
で

馬
鹿
首
病
の
徒
長
現
象
が
最
も
大
き
く
現
は
れ
た
。

ご
一
容

三
、
稲
は
二
五
|
一
一
一
四
度
ま
で
の
問
、
何
れ
の
混
度
で
も
よ
く
生
長
し
た
が
徒
長
は
一
一
二
度
で
最
も
大
き
か
っ
た
。

玉
田
明
黍
で
は
二
八

1
2一
四
度
が
植
物
の
生
長
に
は
よ
か
っ
た
が
徒
長
現
象
は
一
一
二
度
で
最
も
大
き
く
現
は
れ
た
。

小
委
は
二
五

l
二
八
度
が
遁
温
で
あ
っ
た
が
徒
長
は
二
八
度
で
最
も
大
き
か
っ
た
.

四
.
之
を
要
す
る
に
、
稲
馬
鹿
苗
病
菌
に
よ
る
植
物
の
徒
長
現
象
は
、
そ
の
植
物
に
最
も
遁
嘗
な
る
土
壌
温
度
で
最
も
強
く
現
は
れ
る
様
で

あ
る
・
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